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凡例

1.本報告書は､平成17(2005)年度～21(2009)年度に文化庁および県の補助を受けて行なった基地内文

化財調査と市内遺跡試掘調査の調査報告書である｡本報告書Ⅱ章において､嘉手納飛行場および嘉手納弾

薬庫地区の文化財について､文献資料､聞き取り調査､現地踏査によって得られた情報をもとに､地図上

にその位置や名称を記載したほか､文章 ･図版を用いて現況や戦前の状況等について解説を附した｡本報

告書Ⅲ章では､平成17(2005)年度～平成19(2005)年度にかけて実施した市内遺跡試掘調査の報告を

行なっている｡

2.本報告書では平面直角座標系第XV系 (世界測地系)を用いている｡

3.本報告書は､嘉手納飛行場内での現地踏査の報告を含むが､これは米国空軍が2005年に行なった現地踏査

報告 ｢KadenaAir･baseCtdturalResourceInventory(嘉手納基地内文化財一覧)｣を参照して行なった調

査であり､本報告書では今回の現地踏査の報告を基本としつつ､KadenaAirbaseC山turalResource

lnventonrの資料からの情報も併せて掲載した｡

4.本報告書では､聞き取りによって得られた地名等の固有名詞について､以下の点に留意して記載した｡

･聞き取り調査時に漢字表記が明確に確認された場合は漢字で表記し､発音はルビによって示した｡その際､

方言語桑と判断される場合はカタカナ､日本話語費と判断される場合はひらがなで記述した｡

･漢字表記が不明の場合は､方言語嚢か日本語語柔かを問わず､カタカナで表記した｡

5.本報告書で使用した2,500分の1都市計画図は､1995年修正の沖縄市発行の地形図で､沖縄市が所有するも

のである｡

6.本報告書で地図図版の背景として使用した航空写真のうち､カラーのものは､2004年､2006年､2008年

に撮影された航空写真のオルソ画像で､沖縄市が所有するものである｡

7.本報告書Ⅱ章 b15-p86)で地図図版の背景として使用した航空写真のうち､白黒のものは､1945年に米

軍によって撮影された航空写真であり､沖縄県立公文書館によってネガ複製が取得され､デジタルデ-夕

化が行なわれた｡ネガ複製およびデジタル化画像は沖縄県立公文書館が所蔵するものであり､本報告書には､

沖縄県立公文書館の承認を得て掲載した｡

8.スケールがない写真や図表の縮尺はそれぞれ異なる｡

9.本報告書の記述において､墓の形式名称および用語は､名嘉真宜勝 『沖縄の人生儀礼と墓』 (沖縄文化社

1999年)に従った｡また､厨子聾の形式名称は､上江洲均 『沖縄の暮らしと民具』 (慶友社1982年)に従

った｡

10.本報告書に掲載した集落のイメージ図は､調査資料をもとに､金城友美氏によって描かれたものである｡

ll.その他､特に断りのない写真､図版は沖縄市立郷土博物館が所蔵するものである｡

12.本報告書の執筆は以下の3名で担当した｡

玉栄飛道 (Ⅱ章1､Ⅱ章3) 縄田雅重 (Ⅰ章1､Ⅲ章1-2) 八田夕香 (Ⅰ章2-3､Ⅱ章2-3)

13.調査によって得られた資料は沖縄市教育委員会にて保管している｡



発刊によせて

本報告書は､平成17年度～21年度に文化庁と県の補助を受けて行なった市内

遺跡試掘調査と基地内文化財調査の成果をまとめたものです｡

当教育委員会では､文化財の保護と調査研究のために市内にある文化財の分

布情報を収集していますが､基地内の文化財分布については十分に把握できて

おらず､今回の調査によって､これまで断片的であった基地内の文化財分布に

ついての情幸馴文集を行ないました｡

対象とした地域は､嘉手納飛行場と嘉手納弾薬庫地区です｡両地域は市域総

面積の約3割 を占める広大な基地で､民間地域とは全く異なる風景が広がってい

ますが､沖縄戦以前は農村地帯でした｡今回の調査では､先史時代の遺物が採

集され､近代の屋敷や墓､石橋などの文化財が多数残されているのも確認され

ました｡これら現地踏査の成果とあわせて､文献で報告されている情報と､聞

き取りによって得られた情報を紹介しています｡

さらに､本報告書では､民間地域で実施された3件の試掘調査について､その

成果を報告しております｡

本報告書が､文化財の保護と調査研究を進めていく助けとして活用されてい

くよう願います｡

最後になりましたが､今回の調査ならび本報告書の作成に際し､ご指導､ご

協力をいただいた皆様に､深く感謝申し上げます｡

平成22年3月

沖縄市教育委員会

教育長 真栄城玄昌
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ー 査の概要

調査の経緯 ･･

本報告書は平成17(2005)年度～21(2009)年度に文化庁と県の補助を受けて行なった市内遺跡試掘

調査と基地内文化財調査の調査報告書である｡

本報告書の中心となるものは､嘉手納飛行場 ･嘉手納弾薬庫地区の文化財調査である基地内文化財調

査である｡米軍基地内は､立ち入りの制限や接収後の開発等により､文化財の調査が進んでいない地域

である｡また近年､埋蔵文化財として近世､近代も対象となる場合があり､事前の文化財の把握が急務

となっている｡現在､本市において基地内の開発による埋蔵文化財の有無照会は､増加の傾向にある｡

しかし基地内では文化財の把握が進んでいないため､緊急な対応を迫られることが少なくない｡広く文

化財を周知し､その保護 ･保存を積極的に行なうため､これまでの既存資料収集と聞き取り調査､そし

て現地踏査等を行ない､現在把握しうる文化財をまとめるために本事業を行なった｡既存資料収集は､

嘉手納飛行場 ･嘉手納弾薬庫地区を範囲として､通年にわたって行ない､聞き取り調査は基地内の5集落

(宇久田 ･大工廻 ･八所 ･御殿敷 ･倉敷)の出身者を話者として､2008年 ･2009年にわたって行なった｡

現地踏査については､嘉手納飛行場を範囲として､2008年 ･2009年にわたって行なった｡

市内遺跡試掘調査では､開発等に伴い､平成17(2005)年度に比屋根小学校､平成18(2006)年度に

ゴミ焼却用新炉建設､平成19(2007)年度に仲宗根貝塚の試掘調査を行なった｡本報告書の後半では､

その成果報告を掲載している｡

調査体制

平成17(2005)年度

事業主体 沖縄市教育委員会

事業責任者 沖縄市教育委員会

//

//

教育長 渡嘉敷直勝

教育部長 津波古保

教育次長 山城正博

事業主幹 沖縄市立郷土博物館 館 長 豊里邦雄

//

事業統括･担当者 〝

事業事務 〝

事業担当者 〝

副館長 町田宗春

文化財係長 比嘉清和

学 芸 員 輿那嶺江利子

専門員 縄田雅重

沖縄市立中央公民館 副館長 宮城利旭 (応援職員)

沖縄市立郷土博物館 作業員 豊川一樹

磁気探査業務委託 株式会社 沖縄中央エンジニアリング
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平成18(2006)年度

事業主体 沖縄市教育委員会

事業責任者 沖縄市教育委員会

//

//

事業主幹 沖縄市立郷土博物館

//

事業統括 〟

事業担当者 〝

磁気探査業務委託

平成19(2007)年度

事業主体 沖縄市教育委員会

事業責任者 沖縄市教育委員会

//

//

教育長 真栄城玄昌 (2006.7-)

教育部長 津波古保

教育次長 山城正博

館 長 比嘉良妻 (2006.8-)

副館長 町田宗春

文化財係長 比嘉清和

学 芸 員 縄田雅重

有限会社 開成実業

教育長 真栄城玄昌

教育部長 津波古保

教育次長 山城正博

事業主幹 沖縄市立郷土博物館 館 長 比嘉良案

//

事業統括 〝

事業担当者 〝

//

//

//

//

事業協力者

平成20(2008)年度

事業主体 沖縄市教育委員会

事業責任者 沖縄市教育委員会

//

//

副館長 町田宗春

文化財係長 比嘉清和

学 芸 員 縄田雅重

専門員 玉葉飛道

作業員 垣花紗知子

富真彩

比嘉和菜

浅川英美 池原翼 仲里基 長田亜矢 八田夕香

宮城昭美

教育長 真栄城玄昌

教育部長 山城正博

教育次長 喜友名朝教

事業主幹 沖縄市立郷土博物館 館 長 比嘉良憲

//

事業統括 〝

副館長 町田宗春

文化財係長 比嘉清和

ヽl
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事業担当者 沖縄市立郷土博物館

//

//

事業協力者
ヽ～

平成21(2009)年度

事業主体 沖縄市教育委員会

事業責任者 沖縄市教育委員会

肌

事業主幹 沖縄市立郷土博物館

//

事業統括 〝

事業担当者 〝

//

//

事業協力者

学芸員 縄田雅重

専門員 玉葉飛道

作業員 八田夕香

金城友美 仲里基 仲宗根福弥 宮城昭美 宮城光平

教育長 真栄城玄昌

教育部長 糸数昌治

教育次長 喜友名朝教

館 長 宮城利旭

副館長 玉城譲

文化財係長 比嘉清和

学芸員 縄田雅重

専門員 八田夕香

作業員 金城友美

伊植樹 島田由利佳 玉葉飛道 玉城拓 宮城昭美

基地内文化財調査の方法

対象地域

嘉手納飛行場 ･嘉手納弾薬庫地区 (pll､図1参照)

調査方法一

文献資料の収集､聞き取り調査を行ない､それを補う形で現地踏査を行なった｡それらで得られた文

化財情報を抽出し､地図上にプロットを行なった｡

本報告書に記載した地図は大きく2つに分かれ､lつは2,500分の1都市計画図をベ-スとし､主に ｢Ka由rn

AirbaseCulturalResourceInventory(嘉手納基地内文化財一覧)｣ (以後､KACRl)と現地踏査の情報を集

約した｡もう一つは､1945年米軍撮影の空中写真をベースとし､聞き取り調査の情報を記載している｡

なお､KACRl以外の資料収集で得られた情報については､双方の地図に反映させ､別で文献リス トを附し

ている｡

資料収集

今回の調査に先立ち､これまで発刊 ･発表されている文化財に関する記述のある資料の収集を行なった｡

収集した資料のうちで中心となっているのは､上述のKACRlである｡KACRlは資料収集の過程で､米空
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軍より提供いただいたもので､米空軍が独自に行なった文化財調査の報告である｡米空軍から委託をう

けたアメリカの文化財調査会社によって､嘉手納飛行場内の広範囲にわたって現地踏査が実施されている｡

これらの情報のうち､沖縄市域にかかる部分を抽出して複製をとり､沖縄市立郷土博物館にて保管して

いる｡

それ以外の資料としては､嘉手納飛行場､嘉手納弾薬庫地区と､その隣接地域に関しての､既刊の字

詰や民俗調査報告､あるいは集落地図などの資料を収集している｡これら文献の一覧は本報告書p87に記

載している｡

聞き取り調査

古い集落や立ち入りが困難と考えられる地域を中心に､現地で残りうる文化財 (拝所や井泉､墓など)

の聞き取りを中心に行なった｡
ウ ク ダ ジャクジャク ヤトウクルー クラシテ ウドゥンシテ

対象とした集落は宇久田 ･大工廻 ･八 所 ･倉敷 ･御殿敷の5集落である｡

戦前､現在の嘉手納飛行場内にはたくさんの集落が存在していたが､その多くは屋取集落と呼ばれる

もので､本地域における歴史はそう古くはない｡そのなかで､宇久田 ･大工廻の2集落は､ 『琉球国由

来記』 (1713年)でその名が確認できる古い集落である (宇久田は ｢河陽村｣と記載)｡かつては多数

の文化財があったと推察されるが､その集落域のほとんどが滑走路として開発された区域に含まれ､現

地踏査が困難であるため､聞き取り調査によって文化財情報の把握に努めた｡なお､八所は字大工廻に

含まれる屋取集落で､当初は大工廻集落の一地域ととらえて調査を行なっていたが､集落の形成過程や

生活実態を鑑みて､大工廻集落とは別の集落ととらえるのが妥当であると判断し､本報告書では別の集

落として記載している｡

倉敷 ･御殿敷はいわゆる屋取集落であり､集落域は現在は嘉手納弾薬庫となっている｡嘉手納弾薬庫

は立ち入り制限が厳しく､文献等の資料も乏しいため､聞き取り調査によって文化財の把握に努めた｡

なお､聞き取り調査では､文化財そのものについての情報だけでなく､戦前の暮らしの様子も聞くこ

とができた｡それ自体が責重な民俗資料であるため､可能な限り､本報告書に記載している｡

現地踏査

KACRlの情報を土台とし､KACRlで調査されていない地域､または既に調査されているが､聞き取り調

査の成果により新たな文化財が確認される可能性が高いところを中心に踏査を行なった｡またKACRHこ記

載された文化財のうち､特に確認が必要と判断したものも踏査を行なった｡いずれも､米空軍によって

立ち入り許可された範囲での調査である｡

ただし､資料収集 ･聞き取り調査で確認したすべての文化財を踏査できてはいない｡
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2 査協力者と

話者 ●◆

嘉陽 静子さん (昭和11年生､倉敷)､

金城 睦盛さん (昭和9年生､倉敷)､

佐久本 兼幸さん (昭和8年生､大道※)

比嘉 良信さん (大正5年生､大工廻)､

外聞 元安さん (大正12年生､御殿敷)

山内 盛健さん (昭和7年生､大道※)､

査日程

K･Sさん (大正14年生､宇久田)､

金城 睦哲さん (昭和16年生､倉敷)､

､ 高里 盛克さん (昭和6年生､御殿敷)､

比嘉 富美子さん (大正6年生､大工廻)､

屋嘉比 政栄さん (大正13年生､御殿敷)

山内 盛信さん (昭和10年生､八所)

ウフドー

※ ｢大道｣は､御殿敷集落に属する小集落である｡大道は御殿敷集落の一部ではあるが､御殿敷の他の地域と距離

があるため､大道地域についての詳細はこの地域で生活していた話者にお話を伺った｡よって､本報告書Ⅰ章に

掲載した戦前の御殿敷集落についてはおもに上記で御殿敷出身と記載した話者3名 (高里さん､外聞さん､屋嘉比

さん)から聞き取った情報をもとに構成しているが､大道に関わる内容についてのみ､大道出身の話者2名 (佐久

本さん､山内さん)から聞き取った情報をもとに記述している部分がある｡

その他､調査協力者

小嶺 常次さん (米国空軍第718施設中隊資産管理部環境保全課)

現地踏査日程

2008年 6月 3日

2008年6月 5日

2008年6月 11日

2008年6月19日

2008年6月27日

2009年 2月12日

(区画はp24-p33を参照)

(区画3-D-7)

(区画3-C-4-5)

(区画2-C-1､区画3-B･C-2-3)

(区画1-A-3､区画3-A-8)

(区画3-A･B-5-6)

(区画3-C-4-5)

聞き取り調査日程

2008年 5月13日

2008年5月20日

2008年7月23日

2008年7月30日

2008年8月21日

2008年8月22日

2008年10月10日

2008年10月21日

2008年10月30日
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(宇久田 :K･S)

(宇久田:K･S)

(倉敷 :金城睦盛､金城睦哲)

(倉敷 :金城睦哲)

(倉敷 :嘉陽静子､金城睦盛､金城睦哲)

(宇久田:K･S)

(御殿敷 :屋嘉比政栄)

(御殿敷 :屋嘉比政栄)

(大道 :佐久本兼幸､山内盛儀)

2009年 2月17日

2009年2月19日

2009年 2月25日

2009年3月 4日

2009年3月10日

2009年8月10日

2008年12月19日

2009年 1月 7日

2009年 1月21日

2009年1月25日

2009年2月 2日

2009年2月 4日

2009年9月 7日

2009年9月14日

2009年12月 8日

(区画4-D･E-5)

(区画4-D･E-5)

(区画4-F-6､区画4-B･C-5-7､区画2-A-1)

(区画4-E･F-4-5)

(区画4-E･F-4-5)

(区画2-D-4-5､区画3-C-5,区画3-A-5)

(大工廻 :比嘉良信)

(大工廻 :比嘉富美子)

(御殿敷 :屋嘉比政栄)

(大工廻 :比嘉良信)

(八所 :山内盛信)

(大工廻 :比嘉富美子)

(御殿敷 :高里盛克)

(御殿敷 :高里盛克)

(御殿敷 :高里盛克､外聞元安)



3 沖縄市概況

概要

沖縄市は沖縄本島の中部に位置する市である｡

人口は､2010年1月1日現在で134,652人で､沖縄県内の市町村では那覇市に次いで人口の多い自治体

である｡沖縄市は沖縄本島中部地域の中核都市として発展を遂げた地域であり､住宅地 ･商業地が発達

して人口は過密である｡

地形 ･地質を見ると､沖縄本島北部的な要素と南部的な要素の両方を見ることのできる地域である｡

沖縄市域の北半分は､標高200m以下の丘陵地となっており､地質は､おもに国頭層群名護層と琉球層

群国頭磯層が分布している｡沖縄市域で見られるこれらの地質は､おおよそ沖縄市北部を分布の南限とし､

恩納村 ･金武町付近まで広がっている｡一方で､沖縄市域の南半分は､おおむね標高100m以下の石灰岩

段丘が広がっており､海岸には標高10m未満の低地が見られる｡また､嘉手納飛行場や､泡瀬の埋立地

などの造成地も見られる｡地質は琉球層群琉球石灰岩と島尻層群泥岩 ･砂岩､そして沖積層が分布する｡

[::コ 名讃屑

[=コ国頭牒屑
[::コ 琉球石灰岩屑

∈ ≡] 島尻泥岩･砂岩

[:=コ沖積層
⊂コ 調査対象地域

嘉手納
飛行場-

出 藍 ニ

【

L二二工二二二二一二二

己-i/こ1-T⊥r-一一一一｢▲-T･■
.Lr二号ここllT∴-T-⊥T▲-,IL-ー-∵一一一▼･･▲一.LT-･■-.･L-⊥一･1.Jr･-･ーLT上rr-⊥-.-･.･｣-･
_･,-ユ=エコ二二二二二:I,rl ･̀i-1p---
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三三壬を二0 1

2km図1 沖縄市の位置と地



このほかに沖縄市を特徴づける要素として､嘉手納

空軍基地をはじめとする基地の存在がある｡

沖縄市は､面積が49.0km2あり､沖縄本島にある市の

なかではうるま市に次いで2番目の広さとなる｡しか

し､このうちの34.4%､16.89km日ま米軍基地として使

用されている (2007年3月末日現在)｡また､自衛隊

の演習場として使用されている地域0.69km2があり､米

軍基地とあわせて約17.58km2t沖縄市の面積の35.8%が､

基地として使用されていることになる｡

なお､今回の文化財分布調査の対象とした地域は､

米軍が軍事基地として使用している嘉手納飛行場と嘉

手納弾薬庫地区のうち､沖縄市域に含まれる地域であ

る｡沖縄市域におけるこの両地域の面積はあわせて約

15.4km2で､沖縄市域の米軍基地のうちの91.4%､市全

体の面積に対しては31.5%を占める｡

調査対象地域の歴史

図2 沖縄市の基地今回の調査対象範囲となっている嘉手納飛行場と嘉手納弾薬庫地区は､1956年までの旧

越来村､1956年～1974年までのコザ市の範囲に含まれる｡以下に､旧越来村の歴史につい

て､概略を述べる｡この地域に人が暮らし始めたもっとも古い時期の証拠となるのは､現在の沖縄市

庁舎一帯で発見された室川貝塚や馬上原遺跡で､およそ5,000年前の土器が見つかっている｡また､周辺

には仲宗根貝塚や八重島貝塚など縄文時代相

当期の遺跡がある｡その後の時代､すなわち2,000年前～1,000年前の貝塚時代後期については､上地長

次原遺跡､インジングシク､那志原遺跡などで､散発的にこの時期の土器が

採集されている｡12世紀頃になると､各地に有力者が現れ､拠点となるグスクを築いた｡こうした

拠点のひとつであったと考えられるのが越来グスクである｡残念ながら､越来グスクは戦後､米軍施設

の建設やコーラル採集によってほとんど破壊されたうえ､現在は住宅地となっており､その面影はない｡

しかし､ 『球陽』の記事において､第一尚氏第5代尚泰久王が越来王子として越采に封じられたこと

や､第二尚氏第2代の尚宣威王がわずかな在位ののちに王位を降り､越来に隠居していたという記事が

取り上げられているのをはじめ､多くの文献に越采の名が残っており､当時の越来グスクの重要

性がうかがえる｡ところで､古琉球と､それに続く近世琉球､すなわち1609年の島津氏の侵攻から187

9年の琉球処分までの期間､琉球王国では ｢間切｣という行政区分が利用されていた｡この当時､沖縄市域

は､旧石川市 (現在のうるま市の一部)の範囲を含む､ ｢越来間切｣という間切だった｡1666年には越来間切



が美里間切として分割された｡

間切の下位には､さらに ｢村｣という単位があった｡今回の調査対象地域は､ ｢越来間切｣に含まれ､

越采をはじめ､大工廻､宇久田などの村があった｡これらの村は17世紀までには成立していた古集落と

見られる｡一方､古集落より成立の新しい､屋取と呼ばれる集落がある｡これは17世紀半ばから20世紀

にかけて､首里などから断続的に移住してきた士族層の開拓集落である｡現在の嘉手納飛行場や嘉手納

弾薬庫にあった集落の多くが屋取であった｡

この地域の集落は､古集落にせよ､屋取集落にせよ､産業の基盤は稲作を土台とする農業であったが､

他に､袖山から林産物を生産し琉球王府へ貢納する体制があったようで､尚穆王が越来をはじめ中部と

北部の仙山を巡検した記事 (『球陽』尚穆王27､1778年)や､大工廻村 ･宇久田村が山林から伐採した

樹木で木炭､軽炭などの炭を焼き､毎年300俵を上納したという記辛 (『遺老説伝』)がある｡

やがて､1879年の琉球処分によって琉球王国は日本国の版図に加えられたが､沖縄県では旧慣温存政

策がとられたこともあり､明治40年代まで､農村の暮らしぶりに大きな変化はなかった｡しかし､役場､

郵便局､学校などのインフラ整備､サトウキビ生産の増大といった産業の変化､日本文化の流入は､次

第に越采の人々の暮らしに変化を与えていった｡

こうしたなかで､1945年､沖縄戦が始まる｡沖縄戦は､沖縄の島々で日本軍と米軍とのあいだで行な

われた､大規模で長期間に渡る地上戦であった｡その前年､1944年には､現在嘉手納飛行場となってい

る地域に､日本軍沖縄守備隊が中飛行場を建設するなどしている｡また､現在の嘉手納弾薬庫地区には

大規模な陣地壕が築かれ､たくさんの壕や塑壕が掘られた｡こうした軍事施設は､現在も残存している

ものが多数あり､当時の状況を生々しく伝えている｡

沖縄戦に巻き込まれた越来村住民の多くは沖縄本島北部､あるいは南部へと避難した｡避難の末に､

住民たちは米軍の捕虜となり､米軍の捕虜収容所に入れられた｡

こうして戦争は終結したが､米軍は沖縄県に一時的に駐留するにとどまらず､恒常的な駐屯へと体制

を変え､軍事施設を建設していった｡同時に､広い土地が米軍に接収され､嘉手納飛行場や嘉手納弾薬

庫地区として利用されることとなった｡

もともとこの地域に住居や農地を持っていた人々は､沖縄戦以前にあった生活のすべてを失うことと

なったが､一方で､米軍の需要に応じたさまざまな産業が発生し､労働力が必要とされるようになった

ことで､米軍の存在が市民の生活基盤となるという側面も生まれたOそのため､越来村には沖縄県全域

から人が流入し､特に嘉手納飛行場の周辺は､この巨大な基地の､いわば門前町として急激な発展を始

めた｡

こうした激烈な社会の変容のなかで､1956年､越来村はコザ市となり､さらに1974年には美里村と合

併して､沖縄市となって現在に至っている｡
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調査対象地域の地形と文化財について

調査対象地域である嘉手納飛行場と嘉手納弾薬庫地区は､比謝川を境に分けることができる｡比謝川

の南側が嘉手納飛行場､北側が嘉手納弾薬庫地区である｡両者には明確な地形的特徴の差異が認められる｡

嘉手納飛行場一帯は､基盤に琉球層群琉球石灰岩が分布し､段丘を形成している｡この段丘上部の比

較的平坦な土地を利用して､戦前はおもに農地として利用されていたが､現在は3,000mを越す長大な滑

走路と､それに付随する施設とで構成された広大な軍事基地となっている｡

この地域には比謝川に流れ込む小川によって形成されたごく小規模な谷がみられる｡こうした谷筋の

斜面には多数の墓が掘られている｡また､この地域はカルス ト地形である石灰岩丘が発達しており､円

錐形の石灰岩丘が東西方向に点在して､平坦な土地のなかで目立つランドマークとなっている｡こうし

た石灰岩丘は､方言では一般にシーやムイと呼ばれ､斜面や洞穴を利用して墓や壕が築かれた｡なかには､

信仰の対象となっているシーやムイもあった｡造成によって消滅したり形状を変えたものもあるが､現

在でも沖縄戦以前と変わらぬ状態で残存している石灰岩丘も確認できる｡

一方､弾薬庫のある一帯は､国頭層群名護層と琉球層群国頭磯層が基盤となる丘陵地である｡読谷山

岳付近を水源とする大小の河川が比謝川へ向けて流れて､谷底低地が形成され､比高30m以下の小起伏

の丘陵地形をなしている｡

また､嘉手納弾薬庫地区は､弾薬の格納庫や運搬道路などさまざまな設備が作られているが､嘉手納

飛行場に比べると開発 ･造成の度合いは比較的低く､山林が残っている｡琉球王府時代には､この地域
ウドウン

は用材林として､琉球王府の直轄地､あるいは御殿と呼ばれる高位の士族の領地であったようである｡

沖縄戦以前のこの地域では､谷底低地は農地に利用され､丘陵上部のわずかな平坦面が宅地に利用さ

れた.谷底低地は､場所によっては深い湿地となっていた｡こういう場所につくられた水田は､方言で
ダー

ユビ田などのように呼ばれる､腰まで漬かるような深い水田になったというO嘉手納弾薬庫地区には､

このような住宅や農地の跡､墓などが多数残されていると見られる｡

また､嘉手納弾薬庫の一部は､戦後すぐにダムとして利用されたO瑞慶山ダムと名付けられたこのダ

ムは､後に改修され､倉敷ダムと名称を変えて､中部-帯の農業用水 ･上水道用水として現在も利用さ

れている｡倉敷ダムの名称の由来となった倉敷集落は大半が水中に没したが､ダムの底に屋敷跡､サー

ターヤー跡､炭焼窯跡などが残っている｡ダム周辺の地域にも屋敷や墓､壕が残っていると推測される｡

参考文献

『コザ市史』コザ市 1974年

『沖縄市史 第二巻 資料編 文献資料にみる歴史』沖縄市教育委員会 1984年

『沖縄市市政要覧2005』沖縄市役所 2005年

『沖縄市史 第四巻 自然 ･地理 ･考古編 一地理 ･考古編- 』沖縄市役所 2008年

『基地対策No.15』沖縄市 2009年
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¶ 章

基地内文化財
調査報告



1 嘉手納飛行場 ･嘉手納弾薬庫地区の文化財

嘉手納飛行場内踏査概要

平成20 (2008)年度から平成21(2009)年度にかけて､嘉手納飛行場内の文化財踏査を行なった｡そ

の結果､既知の文化財に加えて新たに文化財を確認することができた｡文化財の多くは戦前の屋敷跡 ･

畑跡 ･墓跡 ･戦争遺跡などであるが､先史時代の遺物散布地を 1地点確認することができた｡

嘉手納飛行場内には､今回の調査で発見にいたらなかった文化財がまだまだ存在する可能性があり､

基地内の調査 ･開発の際には､既知の文化財だけでなく､未発見の文化財にも留意する必要がある｡なお､

個々の文化財の詳細についてはp72の嘉手納飛行場内文化財一覧を参照していただきたい｡

2008年6月3日

区画3のD-7の踏査を行ない､番号81･82の文化財を確認した｡

戦前の宇久田国民学校から南西に約650mの位置にある谷で､谷に架かる石橋及び石橋の上にある拝所

を確認した｡

2008年6月5日

区画3のC-4-5の踏査を行ない､番号120-136の文化財を確認した｡

調査地は戦前の宇久田国民学校の南側にある谷である｡谷の斜面に墓跡11基と石積みを確認すること

ができた｡墓跡は東側斜面で確認され､西側斜面には見られない｡墓跡はすべて掘込墓である｡

2008年6月11日

区画2のC-1(①)､区画3のB･C-2-3 (②)の踏査を行ない､69-71の文化財､178･179の文化財

を確認した｡

①は ｢クビチリジー｣と呼ばれる石灰岩丘で､第2ゲー トから北に約900mの場所に位置する｡石灰岩

丘の頂上部には岩陰が見られ､岩陰の周辺から､土器 ･陶器 ･貝片 ･骨片 ･入歯が採集された｡また､

頂上から縄文時代後期相当期のものと思われる土器が採集された｡

②は滑走路北東端の緑地帯である｡屋敷跡と思われる家畜小屋の石柱と石積み､フール跡を確認した｡

2008年6月19日

区画1のA-3(①)､区画3のA-8 (②)の踏査を行ない､①では26･27の文化財､②ではラ9･80の文化

財を確認した｡

①は第2ゲー トから北西に約1kmの場所に位置している石灰岩丘で､頂上と麓に設けられた拝所を確認

した｡
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チヌシ

②は角石と呼ばれる石灰岩丘で､降伏調印記念碑の北に位置している｡北側麓には､森根の拝所がある｡

頂上付近には岩陰が2ヶ所あり､それぞれに香炉が見られた｡頂上付近では沖縄産陶器 ･見片 ･骨片 ･

入歯などが採集された｡聞き取り調査において､当該地に骨や鎧甲などが散乱していたという聞き取

りが得られている｡

2008年6月27日

区画3のA･B-5-6の踏査を行ない､180-187の文化財を確認した｡

調査地は第3ゲー トから南西に約1kmの位置にある丘陵地で､当地の方言でイームイと呼ばれる｡その

斜面には墓跡が8基と畑跡の可能性がある石積みが確認された｡墓跡は堀込墓 ･平茸墓 ･岩陰墓などが

見られた｡

2009年2月12日

区画3のC-4-5の踏査を行ない､137-167の文化財を確認した｡

調査地は2008年6月5日に調査した谷の東側に隣接した谷である｡谷の斜面に古墓が30基確認された｡

多くは堀込墓であるが､岩陰墓 ･岩陰囲込墓も見られた｡

2009年2月17･19日

区画4のD･E-5の踏査を行ない､2月17日には266-273の文化財､2月19日には206･207-215の文化

財を確認した｡

調査地は第3ゲートから約700mの場所に位置する丘陵地の東斜面である｡墓跡が14基､洞穴､戦中の

防空壕と思われるものが確認された｡墓跡は掘込墓が多く､その他平葺墓 ･亀甲墓も見られた｡

2009年2月25日

区画4のF-6(①)､区画4のB･C-5-7(②)､区画2のA-1(③)の踏査を行ない､216-218の文化財

を確認した｡

①は2月17､19日に踏査を行なった丘陵斜面の南側にあたり､以前に確認した防空壕の内部の踏査を行

なった他､墓跡3基が確認された｡

②は2月17･19日に踏査を行なった丘陵から東に約800mの場所､③は②から南に約600mの場所に位置

している｡② ･③の箇所では､文化財を確認することが出来なかった｡

2009年3月4･10日

区画4のE･F-4-5の踏査を行ない､3月4日には219-223の文化財､3月10日には224-227･229-255

の文化財を確認した｡
I

調査地は2月17､19日に踏査した丘陵の西側斜面にあたる｡斜面に沿うように36基の墓跡が点在する

のが確認された｡墓跡は掘込墓 ･亀甲墓などが見られた｡
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2009年8月10日

区画2のD14-5((D)､区画3のC-5((a)､区画3のA-5(③)の踏査を行ない､102-109･11l～1231

192-196の文化財を確認 した｡

(Dは戦前の上地集落北端部にあたるが､遺構 ･遺物は確認できなかった｡

②は2008年6月5日の踏査場所である谷筋の約100m上流で､戦前の宇久田国民学校の南側に伸びる谷で

ある｡谷の斜面に20基近くの墓が確認された｡うち3基の墓で､内壁に墓誌と思われる墨書きが見られ

た｡

③は第3ゲー トに近い丘の北側斜面である｡KACR=こよればこの丘は周囲を墓が取り巻いており､全部

で9基の墓が確認されているが､今回の踏査ではそのうちの5基を確認 した｡うち3基の墓で､墓室奥に

壁亮のような掘り込みが見られた｡

表採遺物

今回の嘉手納飛行場内踏査では､10地点において､41点の遺物を表採することができた｡表採遺物の

種別としては､土器 ･陶器 ･石器 ･貝類 ･骨類などである｡表採遺物のほとんどは近世～近現代の遺物

もしくは時期不明の遺物である｡クビチリジー (区画2のC-1)において縄文時代相当期のものと思われ
チヌシ

る土器､角石 (区画3のA-8)において近世以降の陶器片を表採することができた｡

表採遺物は､所見 ･図 ･写真などを用いて報告する｡なお､厨子碧など墓跡に伴う遺物は､今回の調

査では採集していない｡

土器

土器はクビチリジーにおいて､15点が表探された｡いずれも小片で磨耗している｡これらの土器片は

胴部小片がほとんどであるが､口緑部片1点をクビチ リジー頂上の岩山麓､頚部片1点をクビチリジー頂

上において表探した｡

図3-1(写真1-1)は深鉢形土器の口緑部片である｡無文の資料で､口緑部がやや波打ち､口緑部先端

付近に淡い段を持つ｡器面調整はあまり成されていない｡胎土中に石英粒 ･白色砂粒 ･黒色砂粒を含む｡

器色は檀色 (5YR6/6)となる｡

図3-2(写真1-2)は深鉢形土器と思われる頚部片で､風化が激しく､器面が磨耗するが､3条の刺突文

が見られる｡胎土中に雲母 ･白色砂粒を含む｡器色は褐色 (7.5YR4/4)となる｡文様等から縄文時代後

期相当期の土器であると思われる｡土器の発見場所である石灰岩丘頂上部は､わずかな空間しかなく､

何故そのような場所に土器が存在するのかは不明である｡

その他の土器小片については､無文であること､表採資料であることから年代は不明である｡

陶器
チヌシ

陶器は2点､角石及びクビチ リジーにおいてそれぞれ1点ずつ表探された｡いずれも沖縄産陶器と思わ
チヌシ

れる資料である｡角石表採資料は口緑部片で､器種は碧と思われる (写真1-3)｡外面のみ施粕がなされ､

18



口唇部 ･裏面は無粕となっている｡外面 ･内面共にロクロ痕が見られ､また裏面にのみ､調整の際につ

いたと思われる指の痕が見られる｡器色は黒褐色｡製作時期は近世～近現代の時期のものと思われる｡

クビチリジー表採資料は胴部片のため､詳細は不明である｡

石器

石器は融打器と思われる石器が1点表探された (図3-3､写真1-4)｡長径12,7cm､短径7.9cm､厚さ4.9cm､

重量580gを測る｡石質は砂岩で､2ヶ所に磨面と思われる面が見られることから､磨石として転用され

た可能性がある｡表採資料であるため年代は不明｡表採場所は区画4のF-6付近の山中である｡

具類

貝類は7点が表探されており､クビチリジーではアラスジケマンガイ等が4点､区画4のE-5､番号268の

墓付近でホラガイ1点､番号269の墓後方斜面 ･区画4のF-6､番号209の洞窟内でシャコガイがそれぞれ1

点表探された｡表採資料であるため年代は不明｡各遺跡 ･遺構との関係性も不明である｡

骨類
チヌシ

骨類はクビチリジーにおいて12点 (骨片11点､ヒト臼歯1点)､角石において4点 (骨片3点､ヒト臼

歯1点)が表探された｡
チヌシ

骨片 ･ヒト臼歯共に表採資料であるため年代は不明｡クビチリジー ･角石共に岩陰 ･洞穴があり､
チヌシ

角石においては人骨が置いてあったという聞き取りが聞かれた｡

参考資料

小山正忠 ･竹原秀雄 『新版 標準土色帖』 日本色研事業株式会社 2005年

松井章編 『動物考古学の手引き』 独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所埋蔵文化財センター 2006年

ヽ l
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写真2 石橋 (番号337)

写真4 クビチリジー遠景

写真6 屋敷跡 (番号178)チヌシ
写真8

角石 岩陰22

写真3 古墓群 (番号120-



写真10 古墓 (番号151)

写真12 古墓 (番号218)

写真14 古墓 (番号240)内

部写真16 台墓 (番号506)
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21 屋敷跡 畑もしくは屋敷跡｡主な部分は約3mの四角
形｡土を直角にきったものを3箇所に造り､
その上に荒い石灰岩の基礎がある｡

KACRI

22 墓? 良好 岩陰墓か｡ KACRI

23 岩陰 ･洞 良好 岩陰｡ 墓の可能性あり｡ KACRI
穴

24 岩陰 ･洞 半分埋没 岩陰｡四角形の入り口がある｡ 壕の可能性あり｡ KACRI
穴

25 岩陰 ･洞 良好 岩陰｡ 墓の可能性あり｡ KACRI
穴

26 拝所 良好 拝所｡丘陵の頂上に桐があり,なかには碑
がある｡杜も僅かに残る｡碑には ｢呉富士
部落 大森御叔宮 平成四年十一月二十日

建立｣と刻まれている｡

踏査､KACRI

27 拝所 良好 拝所｡丘陵の北西側麓に直径30cmほどの井
戸のような形のコンクリー ト建造物があり
正面に香炉が置かれている｡

踏査､KACRI

28 拝所 良好 拝所｡丘陵頂上のデイゴの根元にコンクリ 戦後新造されたものか｡ KACRI
- ト製の香炉を備えた小さな桐があり､硬
貨や米､お香が供えられていた｡また､丘
の中腹に､四角いコンクリー トに管が埋め
込まれたオブジェがあり､管には5円玉が入
れられていた｡基礎には天然の石灰岩の破
片が埋め込まれている｡

29 拝所 拝所として報告があった場所｡現在は開け 以前の調査で､祈願所で KACRI
た場所になっていて､なにもない｡ あると指摘されている場所｡

30 墓 埋没 掘込墓｡墓口のみ確認可能｡墓の正面は石 KACRI
灰岩の石積み｡

31 墓 破損,一部埋没 掘込墓｡墓庭に厨子襲片あり｡ KACRI

32 墓 破損､一部埋没 掘込墓｡墓前に厨子襲片あり｡ KACRI

33 墓? 埋没 岩陰墓か｡墓口が完全に埋没しており詳細 KACRI
不明｡

34 墓 堀込墓｡ KACRI

35･石積み 良好 石積みの堰｡ 水田か畑の可能性あり｡ KACRI

36 石積み 良好 石灰岩で造られた堰｡ No.35と平行して位置｡ KACRI
水田か畑の可能性あり｡

37 墓 掘込墓｡ KACRI

38 その他 良好 米軍が建てた住宅｡重要なゲス トのための 戦後早い時期に私宅として KACRI
ゲストハウスとして利用されている｡ 民間の請負業社に遣らせた

ものといわれている｡

39 石積み 石灰岩の段｡ KACRI

40 墓 良好 掘込墓｡墓の正面は石灰岩の切石積み｡墓
室内に厨子襲 (家型石厨子)､厨子襲10個
以上あり｡

岩穴囲込墓の可能性あり｡KACRI

41 墓 埋没 破風墓｡上部の一部のみ確認可能｡幅は2.5m｡ KACRI

42 墓 岩陰墓｡墓室内に厨子襲 (家型石厨子)の KACRI
欠片あり｡

43 墓 良好 破風墓｡墓室は2つあるが､墓庭を共有し
ており､2つの墓室に1つのマユがかかっ
ている｡墓室の天井はアーチ型｡墓口はコ
ンクリートブロックで塞がれている｡

KACRI

44 岩陰 ･洞 埋没 岩陰｡広さは3mX3m｡ 墓の可能性あり｡ KACRI
穴
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183 墓 良好 平茸墓｡墓の正面は切石の石積みにしっく
い塗り｡墓室は石積みで天井はアーチ型｡
床面にサンゴ砂利が敷いてある｡厨子牽片
が散乱｡

184 墓? 崩壊 大きな墓と思われるが､詳細不明｡ 踏査

185 墓 良好 † 亀甲墓｡墓の正面は切石積み｡墓室は石積 踏査
みで天井はアーチ型｡

186 墓 半壊 岩陰墓｡陶器片あり｡ 岩穴囲込墓の可能性があ 踏査
るが､正面が崩壊してお
り詳細不明｡

187 墓 不良 掘込墓｡墓の正面は切石積みと野面積み｡
墓室は掘り込み｡墓の5mほど東にコンクリ
ートの階段がある｡

踏査

188 墓 埋没 タイプ不明の墓｡上部の一部のみ確認可能｡ KACRI

189 その他 南側から石列が続いている｡ 拝所の可能性あり｡ KACRI

190 墓 崩壊､半分埋没 岩穴囲込墓｡墓内に厨子聾片あり｡石碑が
あるが､下部が埋没｡ ｢故満州開拓十---｣
と彫ってある｡

KACRl

191 墓 崩壊､埋没 墓｡墓庭と思われる範囲に厨子牽 (家型上焼) KACRI
の破片がある｡

192 墓 破損 亀甲墓か｡墓の正面は切石積み｡墓室は掘
り込み｡墓室奥に小部屋あり｡墓室にせり
出すようにつくられ､内部にしきりあり｡
小部屋の口は幅53cm､高さ58cm｡袖垣､墓
門は崩壊｡墓門付近にすり鉢 (壷屋焼か)2
3点あり｡

踏査､KACRI

193 墓? 半分埋没 掘込墓か｡墓の正面は荒い石積み｡ 踏査､KACRI

194 墓 破損 亀甲墓｡マユは崩壊しているが､墓の正面
上部がアーチ型に残っている｡墓室内は掘
り込み｡袖垣は石と土でできている｡

踏査､KACRI

195 墓 破損 亀甲墓｡墓の正面は切石積みにしっくい塗り｡
墓室は掘り込みで､天井は水平｡墓室奥に小
部屋あり｡小部屋の口は幅43cm､高さ54cm｡
小部屋内部は奥行75cm 横97cm､高さ120cm｡
墓室内に厨子聾片 (家型上焼)あり｡

踏査､KACRI

196 墓 良好 平茸墓｡側墓あり｡マユは水平｡墓の正面

は切石積みにしっくい塗り｡墓室は切石積

みにしっくい塗りで､天井はアーチ型｡墓

室奥に小部屋あり｡小部屋の口は幅36cm､

高さ47cm｡小部屋内部の奥行は70cm｡墓の

周囲は切石積みで囲ってある｡

踏査､KACRI

197 墓 半壊 堀込墓｡墓室の天井は水平｡ KACRI

198 墓 半壊､半分埋没 亀甲墓｡墓室の天井は水平｡ 洞穴を加工して造られた KACRI
可能性あり｡

199 岩陰 ･洞 半分埋没 自然の洞穴｡入り口は幅60cm｡ 墓の可能性あり｡ KACRI
穴

200 墓 半壊､一部埋没 岩穴囲込墓｡墓の正面は石積み｡天井には KACRI
鉄板の残骸がある｡

201 墓 一部埋没 堀込墓｡幅2mX高さ1m｡付近に厨子襲片 KACRl
あり｡

202 墓 一部保存 堀込墓｡墓の正面は石灰岩の石積み｡墓庭 KACRI
に厨子襲片あり｡

203 墓 良好 堀込墓｡墓の正面は石灰岩の石積み｡墓庭 KACRI
は一部埋没｡

204 墓 一部埋没 堀込墓｡墓の正面は一部が石灰岩の石積み｡ KACRI
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収集した文献資料
著編者名､ ｢論文名｣ 『文献名』､発行者名､発行年 の順に掲載｡

Ⅰ章の文化財地図の作成に用いた資料

鷹山責 ｢沖縄市字山内の地名｣ 『沖縄市立郷土博物館紀要 あやみや 創刊号』 沖縄市立郷土博物館 1993年

沖縄県 『2500分の1都市計画図 (昭和54年測量､平成7年修正)』 沖縄県 1995年

上地誌編集委員会 『上地誌』 上地郷友会 2000年

沖縄市なかぼる共栄会 『沓 仲原誌 よみがえる心の故郷』 沖縄市なかぼる共栄会 2000年

沖縄市立郷土博物館 『沖縄市文化財調査報告書 第28集 沖縄市の遺跡 一第2次分布調査報告書-』 沖縄市教育委員会 2002年

呉富士誌編集委員会 『呉富士誌』 呉富士親交会 2004年

沖縄市立郷土博物館 『沖縄市文化財調査報告書 第32集 沖縄市の伝承をたずねて 中北部編』 沖縄市教育委員会 2007年

沖縄市立郷土博物館 『沖縄市文化財調査報告書 第35集 沖縄市の伝承をたずねて 東西編』 沖縄市教育委員会 2008年

大工廻字詰編集委員会 『基地に消えた古里 大工廻誌』 大工廻郷友会 2009年

青那志字詰編集委員会 『基地に消えた故郷 青那志誌』 青那志共栄会 2009年

書編者不明 『字宇久田部落略図』 (著者不明､発行年不明､所蔵は沖縄市総務部総務課市史編集担当)

米軍 『米軍撮影空中写真』 (撮影年は1945年､撮影は米軍｡デュープネガの所蔵､管理は沖縄県公文書館)

比嘉真勢 『旧字大工廻蔵書 旧部落ノ部 1967年3月18日 大工廻 比嘉真勢寄贈』 (提供資料､記述されたのは1967年)

沖縄市教育委員会 『倉敷集落跡分布調査資料』 (調査資料､調査年は1987年)

大工廻字詰編集委員会 『大工廻 字詰編集に係わる聞きとり調査資料』 (提供資料､調査年は2002年)

米国空軍 『KadenaairbaseCulturaJResourcelnventory』(提供資料､調査年は2005年)
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